
事業評価目安（※あくまで目安です）

評価対象は、個別支援（継続ケース＋新規ケース）のうち支援開始から３か月を経過するもの

評価目安 判断ポイント

1

A

または

B

本人の学生生活の内容（前向きな変化が

あったか否か、等）

本人や家族への関わりの内容

関係機関への関わりの内容

2

B

または

C

本人の学生生活の内容（前向きな変化が

あったか否か、等）

本人や家族への関わりの内容

関係機関への関わりの内容

3 D

4

A

または

B

本人の学生生活（前向きな変化等）の内容

本人や家族への関わりの内容

関係機関への関わりの内容

「転学」への評価

5

B

または

C

本人の学生生活の内容

本人や家族への関わりの内容

関係機関への関わりの内容

「転学」への評価

6 D その後の学生生活が不明な状況も含む

進級・卒業することができた

支援を行ったが、進級・卒業できなかった

本人や家族への直接の継続支援が困難であり、関係者らとの連携もできない状況であった。

支援中に転学し、その後の学生生活に前向きな変化がある

支援中に転学し、その後の学生生活に変化がない

進級・

卒業

転学

本人や家族への直接の継続支援が困難であり、関係者らとの連携もできない状況で転学した



7

A

または

B

本人の学生生活（前向きな変化等）の内容

本人や家族への関わりの内容

関係機関への関わりの内容

「休学」への評価

8

B

または

C

本人の生活の内容

本人や家族への関わりの内容

関係機関への関わりの内容

「休学」への評価

9 D その後の学生生活が不明な状況も含む

10

B

または

C

本人の生活（前向きな変化等）の内容

本人や家族への関わりの内容

関係機関への関わりの内容

「中退」への評価

11

C

または

D

本人の生活の内容

本人や家族への関わりの内容

関係機関への関わりの内容

「中退」への評価

12 D その後の生活が不明な状況も含む

その他 13 C

個別支援のうち、進級・卒業・転学・単位取得などにおいて前向きな変化が見られたものの割合　　70％

（A＋B／全体の数×100）％

支援中に休学し、その他の生活に変化がない

支援中に休学し、その後の生活に前向きな変化がある

中退

本人や家族への直接の継続支援が困難であり、関係者らとの連携もできない状況で中退した

支援中に中退し、その後の生活に前向きな変化がある

支援中に中退し、その後の生活に前向きな変化がない

本人や家族と支援途中で連絡が取れなくなったもの

休学

本人や家族への直接の継続支援が困難であり、関係者らとの連携もできない状況で休学した


